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４
月
26
日
、
町
武
道
館
で
、
遺
族

な
ど
関
係
者
約
２
５
０
人
が
参
列

し
、
戦
没
者
並
び
に
公
務
殉
職
者
追

悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
国
歌
斉
唱
と
１
分
間
の

黙
と
う
を
行
い
、
町
長
ら
が
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
遺
族
会
長
ら
代

表
者
が
献
花
。
１
１
４
１
柱
の
み
霊

を
慰
め
ま
し
た
。

町
慰
霊
祭
協
賛
会
富
髙
康
雄
会
長

は「
町
民
の
深
い
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

改めて戦争の悲惨さと平和の尊さを胸に刻む
戦没者並びに公務殉職者追悼式

４
月
25
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

佐

藤
幸
男
本
部
長)

の
結
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
６
種
目
11
団
体
の
団
員

と
指
導
者
、
育
成
会
ら
が
参
加
。
代

表
の
神
都
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
認
定
証
が
渡
さ

れ
、
各
団
旗
に
リ
ボ
ン
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
団
員
を
代
表
し
て
、
高
千

穂
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
甲
斐
湊
朗
さ

ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
高
千

穂
松
濤
館
の
佐
保
和
弘
さ
ん
が
指
導

者
代
表
宣
誓
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

あこがれる選手へ　
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４
月
17
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
前
に
、
高
千
穂
峡
の
あ
ら
ら
ぎ

乃
茶
屋
前
広
場
で
、
高
千
穂
町
観
光

協
会（
竹
尾
通
洋
会
長)

の
観
光
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
関
係
者
約
50
人
が
出

席
。
代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉
納
の

後
、
竹
尾
会
長
と
藤
本
副
町
長
が
、

五
ヶ
瀬
川
へ
献
酒
し
ま
し
た
。

竹
尾
会
長
は「
災
害
が
い
つ
起
き

る
か
安
心
は
で
き
な
い
。今
年
１
年
、

１
件
の
事
故
も
な
い
よ
う
ご
支
援
賜

り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

多くの人に支えられ感謝
高千穂ファーマーズスクール修了式

4
月
19
日
、
高
千
穂
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
の
修
了
式
が
、
役
場
大

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
第
一
期
生
と
し
て
入
講

し
、
２
年
間
の
研
修
を
終
え
た
佐
々

木
有
子
さ
ん
に
、
甲
斐
町
長
か
ら
修

了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は「
多
く
の
人
に
出

会
い
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感

謝
。５
年
後
の
経
営
安
定
を
目
標
に
、

品
質
の
高
い
も
の
を
作
る
。失
敗
を

糧
に
で
き
る
よ
う
タ
フ
な
花
農
家
に

な
る
」と
決
意
し
ま
し
た
。

安全な観光地づくり
高千穂峡観光安全祈願祭が開催

４
月
16
日
、
高
千
穂
神
社(

後
藤

俊
彦
宮
司)

で
、
春
季
例
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
、
神
社
で
神
事
が
執
り
行

わ
れ
、
正
午
か
ら
神
楽
や
棒
術
な
ど

の
御
神
幸
が「
浜
下
り｣

の
た
め
高
千

穂
峡
に
向
け
出
発
。
神
輿
を
担
ぐ
男

衆
が「
お
の
こ
ろ
池
」へ
入
り「
お
の

こ
ろ
島
」を
時
計
回
り
に
３
周
し
身

を
清
め
ま
し
た
。

　
神
社
へ
戻
る
と
余
興
隊
と
と
も
に

真
名
井
交
差
点
ま
で
を
往
復
。
沿
道

の
見
物
客
を
に
ぎ
わ
し
ま
し
た
。

観光客や見物客でにぎわう
高千穂神社春季例祭を斎行

高千穂高校に美術教師としても勤務
石井秀隣展を開催

3
月
23・24
日
、真
名
井
オ
フ
ィ
ス

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、み
や
ざ

き
総
合
美
術
展
絵
画
部
門
無
鑑
査
の

画
家
、石
井
秀
隣
さ
ん
の
絵
画
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
井
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
か
ら
38

年
ま
で
高
千
穂
高
校
に
美
術
教
師
と

し
て
勤
務
。
５
年
前
に
町
へ
絵
画
10

点
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
さ

ら
に
13
点
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

23
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
石
井
さ
ん
が
来
場
。
作

品
の
解
説
な
ど
を
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
　
　
　    

  
　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

興
梠
晃
さ
ん(

中
西)

が
、
公
益

社
団
法
人
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
合
会(
阿
達
雅
志
会
長)

の

令
和
５
年
度
30
年
勤
続
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
興
梠
さ
ん
は
、
平
成
５
年
に

町
体
育
指
導
員
と
し
て
、
陸
上

を
主
に
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
各
種
競

技
の
指
導
と
普
及
に
貢
献
。
郡

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
会

長
や
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
理
事
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

県
内
の
委
員
の
資
質
向
上
な
ど

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」推
進

　
　
　
　
　
宮
崎
県
教
育
長
表
彰

工
藤
義
昭
さ
ん(

黒
口)

が
、
令

和
５
年
度「
地
域
学
校
協
働
活

動
」推
進
の
宮
崎
県
教
育
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、
黒
口
地
区
棒

術
保
存
会
の
指
導
者
と
し
て
、

長
年
、
上
野
小
学
校
児
童
へ
棒

術
を
指
導
。
運
動
会
や
文
化
発

表
会
、
神
社
の
祭
り
で
披
露
す

る
こ
と
が
伝
統
と
な
り
、
児
童

ら
の
伝
統
芸
能
へ
の
関
心
や
引

き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
、
ふ
る

さ
と
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
与
え
る
な
ど
、
地
域
と

学
校
が
連
携
・
協
働
す
る
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

たかちほっとニュースたかちホッとニュース

き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
、
ふ
る

さ
と
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

ら
の
伝
統
芸
能
へ
の
関
心
や
引

き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
、
ふ
る

ら
の
伝
統
芸
能
へ
の
関
心
や
引

き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
、
ふ
る

術
保
存
会
の
指
導
者
と
し
て
、

長
年
、
上
野
小
学
校
児
童
へ
棒

術
を
指
導
。

表
会
、
神
社
の
祭
り
で
披
露
す

る
こ
と
が
伝
統
と
な
り
、
児
童

長
年
、
上
野
小
学
校
児
童
へ
棒

術
を
指
導
。

表
会
、
神
社
の
祭
り
で
披
露
す

る
こ
と
が
伝
統
と
な
り
、
児
童

術
を
指
導
。

表
会
、
神
社
の
祭
り
で
披
露
す

る
こ
と
が
伝
統
と
な
り
、
児
童

長
年
、
上
野
小
学
校
児
童
へ
棒

術
を
指
導
。

動
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、
黒
口
地
区
棒

術
保
存
会
の
指
導
者
と
し
て
、

動を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、
黒
口
地
区
棒

術
保
存
会
の
指
導
者
と
し
て
、

動を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、
黒
口
地
区
棒

「
地
域
学
校
協
働
活
動

　
　
　
　

工
藤
義
昭
さ
ん

和
５
年

」推
進
の
宮
崎
県
教
育
長
表
彰

和
５
年

動
」
動 　

　
　
　

和
５
年

動

そ  

ら

ひ
で
さ
と


